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1．背景と研究目的 

 金属の合成と樹脂の柔軟性を併せ持つ金属樹脂接合接合部品は，部品の信頼性向上や部品点数の削減

などの観点から自動車部品などにおいて注目を集めている。金属と樹脂を接合させる方法の一つに，金

属表面をレーザなどで粗化した金属試験片に溶融樹脂を射出成形で粗化表面に被せる成形方法がある。

本研究では，ガラス繊維強化樹脂が粗化された金属表面にどの程度浸透しているのかについて，放射光

X 線 CT による解析を実施した。 

 

2．実験内容 

アルミ試験片として A5052 番のアルミ合金を使用し，レーザにて表面を削り取ることで粗化した。樹

脂は，ガラス繊維を 40 wt.%含有するポリカーボネート（パンライト® G3440L1 BLK，帝人）を使用

した。アルミ試験片と樹脂の大きさは 10 × 45 × 1.5 mm3と 10 × 45 mm × 3 mm3である。接合部分は端か

ら 5 mm までの 5 × 10 mm2の領域が接合されている。そのため接合試験片の全長は 85 mm となる。アル

ミ試験片を金型内に固定し，溶融した樹脂を射出することで，接合させた。倍率 5 倍の X 線 CT 撮影を

行うために，1 × 1 × 10 mm3に試料を切り出した。 

 

3．結果および考察 

図１に撮影結果の一例を示す。左は，射出成形の際に樹脂が紙面に対して垂直に流れた断面，右は，

紙面に対して平行に流れた断面を表す。ルックアップテーブルの jet を使用してカラー化した。巣中の

黄色から赤の領域はアルミ合金あるいはガラス繊維である。明瞭なコントラストが得られており，本測

定手法は有効であると言える。 

 

 
図１ （左）紙面に対して垂直な流動方向の断面，（右）紙面に対して平行な流動方向の断面 
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